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近畿地方北部の微小地震活動は極めて定常的で、活発である。本研究は、この地域において従来にない高密度の稠密
地震観測を行うことで、時間的および空間的な分解能を上げ、詳細なメカニズム解や応力場を知ることを目的とする。
　近畿地方北部では 2008年 11月以降に 45点の臨時観測点を設置され、2010年 4月からはさらに 33点を追加された。

これに定常観測点（72点）を加えて、全体で 150点の観測点によるデータを本研究では使用している。研究対象地域の
主要部分における観測点間隔 5km以下を実現している。従来の定常観測網のみを使った研究では、M2.0以下の地震のメ
カニズム解を決めることは困難であったが、本研究ではM0.5の地震でも精度良くメカニズム解を決めることができる。
近畿地方北部における一元化震源カタログの検知能力の下限より大きい地震のメカニズム解をほぼ漏れなく、精度良く
決定できることが分かった。短期間でも大量のメカニズムデータを得ることができるようになり、解析の空間・時間分
解能が大幅に向上した。本研究では、気象庁一元化震源カタログにある研究対象地域の地震 2094イベントのうち、メカ
ニズム解の決定精度評価基準を満たした 1762個を解析に使用した。
　応力テンソルインバージョンの結果、研究対象地域の最大主応力軸は、おおむね東西方向の圧縮を示していた。2009

年と 2010年の約 3ヶ月間の応力場を比較した結果、琵琶湖西岸地域は、一貫して逆断層タイプの応力場だったが、丹波
地域では時期による変化が見られた。丹波地域中央部において応力場の時間変化を詳細に調べた結果、地震活動の偏り
（クラスター）に大きく影響を受けていることが分かった。デクラスタ処理を行うと、これらの変化は顕著でなくなるた
め、丹波地域において応力場が時間変化しているように見えたのはクラスターによる「見かけ」のものが主であること
が分かった。逆に、クラスター内部の詳細なメカニズム解析が可能になった。
　M4クラスを本震とする余震系列を解析した結果、余震のメカニズム解の断層タイプや P軸の方向の分布は余震系

列ごとに変化に富んでいることが分かった。1kmスケールの余震系列の中であっても節面の走向が異なるメカニズム解
が近接して存在することがわかった。
　琵琶湖西岸地域から丹波地域にかけての応力場の空間変化を検証した。琵琶湖西岸地域は逆断層タイプの応力場で

あるのに対して、丹波地域は一様に同じ断層タイプの応力場ではなく、局所的に断層タイプの異なる応力場が見られ、断
層タイプの境界は複雑な形状であることが分かった。
　稠密地震観測により解析の時空間分解能が上がったにもかかわらず、丹波地域の応力場の推定結果はσ 2とσ 3の

95%信頼区間が重なり合って分離できな領域が多い。これは，丹波地域には局所的にクラックの特定方向への配向があ
り、それが 1km程度のスケールで変化していることが原因と考えられる。
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